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令和６年度「志教育」実践事例                                   様式３  

宮城県南三陸高等学校 

 

志教育の 

視点 
かかわる ・ もとめる ・ はたす 

 

活動名 高校生まちづくり議会 

教科・領域等 総合的な探究の時間 

活動学年等 第２学年 

ねらい ふるさと南三陸町についての理解を深め、高校生の視点から町の将来を考え課題を発見し、解決を目

指す過程から主体的な問題解決能力や判断力を育成する。 

 

【実践内容】 

〔志教育の視点〕 

○南三陸町高校生まちづくり議会について 

 ・教育資源豊富な南三陸町を題材に、自分の生まれ育った町・自

分の通う高校の地元について、地域の自然や歴史、産業、生活

環境などを学び理解を深め、地域課題の解決策を考案する。最

終的に『高校生まちづくり議会』にて南三陸町役場議場で実際

の議会さながらに、町長はじめ役場職員に対し、『このように

したら町がもっとよくなるのではないか』という提案をグルー

プ毎に行うもの。これにより、地域創生やまちづくりについて

学ぶとともに、町への愛着と誇り、未来を担う世代の高い志を

育成する。 

 

 

〔活動内容〕 

○南三陸町を知る 

 ・ふるさと南三陸を学ぶ講座（年３回） 

   １年 ⇒ 自然（志津川湾）、 

       歴史･文化（南三陸町の成り立ちや郷土芸能）、 

       産業（３つの事業主から） 

   ２年 ⇒ 生活･環境（行政からバイオマスエネルギー等、 

             トヨタから町の交通、 

             社会福祉協議会から町の福祉の取り組み） 

 ・防災ワークショップ（１年･２年） 

   町の復興祈念公園にて、震災を知る・防災を知る・避難を考える 

 

○南三陸町の現状分析･考察 

 ・町の現状を考える（ＳＷＯＴ分析からクロス分析） 

 ・情報検索･仮説検証･仮説再設定等 

 ・フィールドワーク（直接見る・聞く） 

 ・ポスターセッション発表（１年） 

 

○高校生まちづくり議会に向けて 

 ・グループ分け（『歴史･文化』『自然』『生活･環境』『産業』『防災』の５分野に分かれてグループ分け 

 ・各班で課題と解決策を考案、情報収集、検証 

 ・調査（関係部署へ質問する、話を聞くなど）、解決策再考、まとめ 

 ・中間報告会（まちづくり議会参加グループ選定） 

 ・議会へ質問事項通告書提出 
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〔実践（自分・未来をみつめ志を高める手だてとして）〕 

○高校生まちづくり議会 

 ・町の課題を解決するための提案を、町長はじめ南三陸町役場職員へ南三陸町議場にて行った 

 ・高校生まちづくり議会の様子は、南三陸高校Ｙｏｕｔｕｂｅ公式チャンネルにて配信 

   動画ＵＲＬ： https://www.youtube.com/watch?v=0ztnotwsQdQ ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 

 ・テーマ 

  （歴史･文化）『伝統芸能万博を開こう』⇒ 郷土芸能の後継者不足を解消し町を活性化するためのイベント提案 

  （生活･環境）『地域全体で介護の人手不足を補う』⇒ 介護について小･中･高生に対する教育プログラムとイベ

ント実施の提案 

  （産業①）『志津川湾の磯焼け解消を目指して』⇒ 南三陸町の産業にとって重要な海洋資源を守るため、磯焼

けに対して町民全体を巻き込んだ取り組みを提案 

  （産業②）『南三陸若者プライド構想』⇒ 町に対する若者の愛着を守るため、若者の活動を支援するための取

り組みについて提案 

 ・参加グループ以外の生徒は学校にてライブ配信視聴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まちづくり議会で提案できなかったグループの校内発表会 

 ・まちづくり議会に参加しなかったグループについても、『このようにすれ

ば、町がもっとよくなるのではないか』をテーマに真剣に考え取り組ん

できた探究活動を校内にて発表 

 

○まちづくり議会に参加しての感想（例） 

 ・『本番は緊張したものの、人前で発表することが苦手な自分にとって大きな成長につながったと感じました。メ

ンバーと準備してきたことを１００％発揮できたと思います。また、他グループの発表・答弁を聞く際の態度

や姿勢にも気を配りました。私たちのグループが発表した磯焼けについて、志津川湾の現状やウニの駆除の必

要性、行政を含めた仕組みの重要性を改めて実感しました。さらに、海に限らず町の豊かな自然を守りたいと

いう気持ちが強まりました。』 

 

○１年間の総合的な探究の時間を通しての感想（例） 

 ・『１年間の総合的な探究の時間を通して、南三陸町と私、両方の成長につながると思いました。町をつくるとい

うのは社会をつくる、そしてその中にいる私をつくり育てるものだと感じました。社会をつくるのは将来私が

担い手になるので、高校生のうちにどんなことが社会をつくるものなのかというのを学ぶことができて良かっ

たと思います。また、社会と関わる私は絶対誰かの存在がいて、人間関係が必ず生まれるもので、それをどう

するかを考え、社会で生きるために私が確実に成長できる時間だと思いました。なので、１年間で少しは成長

できたと思います。これが社会にでたときには絶対役に立つだろうと思うので、総合的な探究の時間を忘れな

いようにしていき、また、もっと成長していけるように改善点を見つけて改善していきたいです。来年の１年

生も私たちよりも良いまちづくりができるように頑張ってほしいと思います。』 

https://www.youtube.com/watch?v=0ztnotwsQdQ
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